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DataSpider の集計処理の出力が本来の集計結果と異なる問題について 
 

 

このたび、DataSpider におきまして、集計処理を使用して一定件数以上のデータを集計した場合

に、本来の集計結果と異なる値が出力される問題があることが判明しました。本件に関しまして、

事象の詳細や今後の対応についてお知らせいたします。 

DataSpider で 発生条件に該当するお客様は、以下に記載しました内容についてご確認をお願い

いたします。 

 

－記－ 

 

1. 対象製品及びバージョン 

- DataSpider Servista Basic Server Package 4.0SP1 ～ 4.0SP2 

- DataSpider Servista Advanced Server Package 4.0SP1 ～ 4.0SP2 

- DataSpider Servista Select 4.0SP1 ～ 4.0SP2 

- DataSpider for Tableau 4.0SP1 

※下記対象機能は DataSpider 4.0SP1 から搭載された機能のため、 

 上記バージョン以外の DataSpider には影響はございません。 

 

2. 対象機能 

- 集計処理 

 

3. 発生条件 

以下の条件をすべて満たした場合に、事象が発生します。 

・ CPU (コア)数が 2 つ以上の環境で、DataSpiderServer を使用している 

・ 集計処理の入力データに指定したコンポーネントで、1000 件以上のデータを読み取って

いる 

・ 集計処理のプロパティにある、集計設定タブの関数に、以下の関数を 1 つも含まない設

定をしている 

- 最初の値 

- 最後の値 

- 最初の非 NULL 値 

- 最後の非 NULL 値 
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4. 事象 

以下の関数で、本来の出力結果と異なる値が出力されます。また、集計処理自体はエラーにな

りません。 

【本来の出力結果より小さな値が出力される関数】 

・ 合計値 

・ 最大値(数値) 

・ 最大値(日付/時間) 

 

【本来の出力結果より大きな値が出力される関数】 

・ 最小値(数値) 

・ 最小値(日付/時間) 

 

5. 回避策 

集計設定タブの集計対象設定にて以下の(1)(2)の順序で設定を追加してください。集計処理の

内部処理が変わり事象を回避できます。 

【設定詳細】 

(1) 集計対象設定の最後に列を追加してください。 

(2) 追加した列で以下の設定をしてください。 

列名：任意の列名やカラムを指定してください。 

関数：以下のいずれかを設定してください。 

- 最初の値 

- 最後の値 

- 最初の非 NULL 値 

- 最後の非 NULL 値 

 

6. 今後の対応 

修正モジュールをリリースいたします。 

リリース時期については現在調整しております。確定しだい、改めてご案内いたします。 

 

ご不明な点がございましたらお手数ですが保守窓口までお問い合わせをいただきますよう、お

願いいたします。 

 

 

【改訂履歴】 

2016年 12月 1日 初版作成 

 

 

以上 


